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　大寒の候、皆様におかれましては、益々ご清祥

のこととお慶び申し上げます。

　さて、元号が新たに「令和」となり、改めて歯

科保健・歯科医療分野におきまして、更なる充実

と進化を求められていると感じております。

　この度、徳島県内の歯科医療関係の皆様にお集

まりいただき、歯科医療の現状と今後の進むべき

方向性などにつきまして、相互の理解と情報の共

有を深めたく、県内大学、及び専門学校等歯科保

健教育関係の方々、歯科技工士会、歯科衛生士会、

そして歯科医師会会員の皆様に、ご参会いただく

べくお声をかけさせていただきました。

　このことは徳島県内の歯科保健・医療活動を行

う我々にとりまして初めての試みであり、未来に

向かって進むための嚆矢とさせていただきたいと

思っております。

　特別講演としまして、日本歯科医師会会長の堀

憲郎先生にお願いいたしましたところ、健康寿命

の延伸と口腔の健康との関係につきましてご講演

をいただくことになり、本県の歯科医療関係者に

とりましては、またとない機会をいただいたと感

謝しております。

　本大会を開催することにあたりまして、関係各

位のご尽力、ご支援をいただきましたことに、感

謝申し上げますとともに、多くの皆様がご出席さ

れ、忌憚のないご意見を交換する場としていただ

きたくお願い申し上げ、巻頭のご挨拶とさせてい

ただきます。

徳島県歯科医師会会長

森　　　秀　司

ご　挨　拶
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　この度、徳島県歯科医学大会が開催されます事、

本当にうれしく感じております。

　徳島大学歯学部は、1976年に四国で唯一の歯学

部として設置されました。その後、2007年には、

歯学科に加え、歯科衛生士と社会福祉士の 2 つの

国家資格が取得できる口腔保健学科を設置し、全

国に先駆けて歯科医学と福祉を融合して学ぶこと

のできる歯学部となりました。歯学部の創設から

は、すでに43年が経っています。これまでも歯科

医師会とは学術および地域医療の両面で連携を続

けて参りましたが、このような学会の開催は初め

てです。四国の他県では以前から、このような学

会があったにもかかわらず、歯学部のある徳島で

この企画がなかったことは不思議であり、少し遅

れた感があります。あまりに十分な連携が取れて

いたため、当たり前すぎて学会にしようという認

識がなかったためかもしれません。

　さて、人口減少、特に生産年齢人口の減少と老

年人口の急速な増加は日本の抱える大きな問題で

すが、その中でも徳島県は高齢化が進んだ県の一

つです。もちろん、徳島県の歯科医療の将来にとっ

ても喫緊の課題といえます。これは歯科医師だけ

の問題ではありませんし、歯科医師だけで解決で

きるものでもありません。このような時期に、徳

島県の歯科技工士会、歯科衛生士会、歯科教育機関、

歯科用品同業会が一堂に会して、徳島県の歯科医

療の直面する課題を総合的に話し合い、その中で

持続可能な未来志向の歯科の将来像を追求する非

常に意義のある学会としたいと思います。そして、

この学会を定期的に開催して、徳島県の全ての歯

科関係者、特に若い方の道標となることを期待し

ます。

　学会というと堅苦しく感じられるかもしれませ

ん。しかし、大事なことは、難しいことは易しく、

易しいことは深く、深いことは楽しくです。ぜひ、

学会を楽しんでください。

　最後になりましたが、この学会の開催にあたり、

笠原理事、岩本教授をはじめ、ご尽力いただいた

全ての方々に感謝申し上げます。そして、この学

会が、参加されたすべての皆様にとって、心に残

る素晴らしい行事となることをお祈り申し上げま

す。

四国歯学会会長

宮　本　洋　二

ご　挨　拶
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日本歯科医師会　会長

堀　　　憲　郎 先生

『健康寿命の延伸に向けて
～口腔の健康と全身の健康』

特別講演
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　この度は、徳島県歯科医学大会で講演する機会

を頂き感謝申しあげます。

　我が国の公的医療保険制度は、大正11年に健康

保険法の成立から始まると言われ、先人の尽力に

よりこの制度は約100年掛けて世界に冠たる制度に

成熟し、それにより今我が国は実質的に世界一の

長寿国になりました。

　一方急激な少子高齢化等により、この掛け替え

の無い我が国の財産である国民皆保険制度の維持

が困難に直面し、医療界も一致してこの危機的状

況の克服に向けて、議論と対応を重ねてきました。

歯科界もその議論の中で「超高齢社会における新

しい歯科医療の役割と責任は何か」を模索し、「形

を直す歯科医療」から「口腔機能の維持・向上を

目指す歯科医療」へ、という方向性を得ると共に、

危機克服のキーワードとなっている「健康寿命の

延伸」に関して、歯科医療と口腔健康管理の充実

により、ドラマチックな貢献ができることを、15

年以上に亘りエビデンスと共に発信してきました。

　例えば、周術期の口腔機能管理の徹底により在

院日数が減ることや、歯周病と糖尿病の関係、脳

血管疾患発症との関係、咀嚼と認知症の関係など

が注目され、国民的な理解も深まるとともに、国

の政策方針である「骨太の方針」にも 3 年に亘り

「口腔の健康が全身の健康と密接に関わること」が

明記され、内容も「生涯を通じた歯科健診の充実」、

「国民への口腔機能管理の推進」、「地域における医

科歯科連携の構築」、「エビデンスの精度の向上」、

「フレイル対策への歯科からの関与」、「介護、障害

分野への連携」など年々充実しております。更に

骨太の方針以外にも「成長戦略実行計画」「脳卒中・

循環器病対策基本法」「糖尿病性腎症重症化予防プ

ログラム」「認知症施策推進大綱」等々多くの政策

の中に、歯科界が目指す方向性が共有されていま

す。

　今回の講演では、これまでの15年以上に亘る取

り組みと日本歯科医師会としての現状認識、そし

て将来の歯科医療のあるべき姿についての方向性

をご披露申しあげ、その実現に向かっての議論を

させて頂ければ幸いです。

■ 生年月日 昭和27年 7 月12日（満67歳）

■ 略　　歴 昭和54年 3 月 日本歯科大学卒業
平成 3 年 4 月 〜 平成 9 年 3 月 長岡市歯科医師会理事
平成 3 年 4 月 〜 平成 9 年 3 月 新潟県歯科医師会社会保険委員
平成 9 年 4 月 〜 平成12年 3 月 新潟県歯科医師会理事
平成12年 4 月 〜 平成17年 3 月 新潟県歯科医師会常務理事
平成17年 4 月 〜 平成18年 3 月 新潟県歯科医師会専務理事
平成18年 4 月 〜 平成21年 9 月 新潟県歯科医師会常務理事
平成21年10月 〜 現在 新潟県歯科医師会顧問
平成 4 年 6 月 〜 平成17年 5 月 新潟県支払基金審査委員
平成12年 8 月 〜 平成18年 3 月 新潟県地方医療協議会委員
平成18年 4 月 〜 平成23年 3 月 日本歯科医師会理事
平成23年 4 月 〜 平成27年 6 月 日本歯科医師会常務理事
平成23年 4 月 〜 平成27年 6 月 中央社会保険医療協議会委員
平成23年 4 月 〜 平成27年 6 月 社会保障審議会医療保険部会委員
平成28年 3 月 〜 現在 日本歯科医師会会長
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テーマ「徳島県における歯科医療の現状と将来」

シンポジウム

シンポジスト1
　徳島県では、人口減少、少子高齢化が急速に進んでいます。
　歯科においても、むし歯の減少等の疾病構造の変化のみならず、口腔機能と健康寿命の関連性がクロー
ズアップされるなど、社会から求められ期待される歯科領域がますます広がっています。
　こうした状況に対応する上で、歯科医師会として地域包括ケアシステムへの対応や、口腔機能管理の
充実をはじめ、他職種との連携を強化すべき課題にしっかりと向き合うことが求められており、先般、
笑顔が踊るとくしま歯と口腔の健康づくり推進条例が、改正されたところです。オーラルフレイル、フッ
素応用、口腔機能管理などの文言が加えられました。
　また訪問診療、医療連携、公的病院との連携も重要な課題であり、具体的に行なったこととして、訪
問診療では、在宅歯科医療連携室を、東部、西部、南部におき病院、在宅等の訪問診療の依頼、相談に
対応しています。周術期の対応として、専門の歯科医師を雇用し、徳大病院、県立中央病院、徳島市民病院、
鳴門病院、三好病院、半田病院、日赤病院と連携しています。これからは、地域包括ケアシステムに合わせ、
医療圏ごとの連携構築がより一層求められます。阿南市では、阿南市、健祥会グループ、徳島県歯科医
師会の三者で口腔管理に関する連携合意書が、締結されました。三好病院では、非常勤の歯科衛生士を
派遣し、地元歯科医師会との連携を強化します。海部病院では、歯科衛生士が雇用され連携構築を進め
ている状況です。
　また障害者治療においては、口腔保健センターの器機設備の更新を行い、充実をはかっていきます。
その他、食育という観点から、徳島県、JA と共同し、とくしま食育フェスタも開催しています。スポー
ツ歯科では、甲子園出場が決まった、富岡西高校野球部にも、マウスガードを提供しました。これからは、
他職種連携、他団体と連携した事業を見据え、様々な領域での歯科医療の提供が重要な課題と考えてい
ます。

徳島県歯科医師会会長
森　　秀司先生

■ 略　　歴 昭和49年 3 月 大阪歯科大学卒業
昭和52年 4 月〜現在 現住地において歯科医院を開設
昭和60年 4 月〜平成 3 年 3 月 （社）徳島県歯科医師会代議員
昭和63年 4 月〜平成 9 年 3 月 （社）徳島県歯科医師会阿南市那賀郡支部副会長
平成 3 年 4 月〜平成15年 3 月 （社）徳島県歯科医師会理事
平成 3 年 6 月〜平成 9 年 5 月 徳島県社会保険診療報酬請求書審査委員会委員

平成 9 年 4 月〜平成18年 3 月 （社）徳島県歯科医師会阿南市那賀郡支部会長
平成 9 年 6 月〜平成21年 9 月 徳島県国民健康保険診療報酬審査委員会委員
平成15年 4 月〜平成18年 3 月 （社）徳島県歯科医師会常務理事
平成18年 4 月〜平成21年 3 月 （社）徳島県歯科医師会副会長
平成27年 6 月〜現在 （一社）徳島県歯科医師会会長

シンポジスト2
　徳島大学歯学部は、毎年、43名の歯科医師と15名の歯科衛生士・社会福祉士を育成しています。歯科
医師の供給過剰という意見も聞きますが、高度で優しい治療を国民へ提供するためには決して過剰とは
言えません。歯科衛生士については多くの求人がありますので、徳島県の歯科医療に貢献できているも
のと考えています。当然ではありますが、優秀な歯科医師と歯科衛生士を社会に送り出すことが、本学
歯学部の最も重大な責務です。
　教育における現状の課題としては、地域包括ケアシステムと訪問歯科診療への対応、災害歯科医療お
よび法歯学教育の充実があります。地域貢献では、地域の歯科診療所の支援と成人障がい者歯科治療の
充実、歯科衛生士の需給問題の改善や無歯科医師地域への対応が課題です。
　いずれも地域医療を支えている徳島県歯科医師会の先生方との連携がなければ対応できないことばか
りです。ぜひ、これらの問題について、フロアの皆さんと共に考えたいと思います。徳島大学歯学部長

宮本　洋二先生
■ 略　　歴 昭和58年 3 月 徳島大学歯学部歯学科卒業

昭和62年 3 月 徳島大学大学院歯学研究科修了、歯学博士
昭和62年 4 月 徳島大学助手歯学部
平成 4 年 4 月 徳島大学講師歯学部附属病院
平成15年12月 秋田大学助教授医学部附属病院歯科口腔外科、

同医学部附属病院歯科口腔外科科長併任

平成17年 6 月 秋田大学教授医学部附属病院
平成19年 4 月 徳島大学教授大学院医歯薬学研究部口腔外科学分野
平成31年 4 月 徳島大学歯学部長

コーディネーター：中　野　雅　德 先生（徳島文理大学保健福祉学部口腔保健学科　学科長）
来　賓：堀　　　憲　郎 先生（日本歯科医師会　会長）
演　者：森　　　秀　司 先生（徳島県歯科医師会　会長）
　　　　宮　本　洋　二 先生（徳島大学　歯学部長）
　　　　秋　山　佳　弘 先生（徳島県歯科技工士会　会長）
　　　　河　野　美枝子 先生（徳島県歯科衛生士会　会長）
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　医療のパラダイムシフト「病院完結型の医療から地域完結型医療へ」「治す医療から治し支える医療」
を提言した国立長寿医療研究センターの大島伸一元総長が議長を務めた「生きがいを支える国民歯科会
議」は歯科界への提言を、「・・・まさに口腔ケアは、すべての世代にとってトータルなヘルスケアの
入口です。 今後、歯科医療が「診察室で完結する」医療にとどまらず、「暮らしの中で、食生活を維持し、
患者の生きがいを支える」医療へと発展していくことを望みます。そして、地域における全人的医療の
一翼を担い、様々な職種と協働し、新しい医療提供体制を創る先導的役割を担うことを願っています。」
と締めくくっています（平成22年11月 3 日）。
　徳島県は高齢化率が高く、糖尿病死亡率日本一が長期間続いたという状況であるからこそ、大学を含
め歯科界が一体となり、さらに多職種との連携も取りながら、口の健康が全身の健康に繋がるという質
の高いエビデンスを集積するとともに、「先導的役割を担っている」モデルを創る良い環境にあると思
います。

徳島文理大学　保健福祉学部
口腔保健学科学科長
中野　雅德先生

平成23年 徳島大学名誉教授
平成23年～ 27年 徳島大学特任教授
平成27年 徳島文理大学教授（口腔保健学科設立準備室）
平成29年～現在 徳島文理大学保健福祉学部口腔保健学科教授・学科長
昭和62年 8 月～昭和63年 7 月 文部省在外研究員（米国カリフォルニア大学ロスア

ンゼルス校 Clark GT 教授）

■ 略　　歴 昭和45年 東京医科歯科大学歯学部卒業
昭和45年～ 47年 東京医科歯科大学歯学部副手・附属病院医員
昭和51年 東京医科歯科大学大学院修了　
昭和51年～ 55年 長野県厚生連リハビリテーションセンター鹿教湯病院歯科医長
昭和55年～ 56年 徳島大学講師（歯学部歯科補綴学第二講座）
昭和56年～平成19年 徳島大学助教授（歯学部歯科補綴学第二講座）
平成19年～ 23年 徳島大学教授（歯学部口腔保健学科口腔保健福祉学講座）

コーディネーター

シンポジスト4
　徳島県においても歯科診療所に勤務する歯科衛生士が不足しているため、今年度より徳島県歯科衛生
士会では「公益社団法人日本歯科衛生士会　地域歯科衛生活動事業助成」を得て、新人歯科衛生士の離
職防止および復職歯科衛生士への支援方法について指導者等講習会を受講した歯科衛生士会会員 8 名が
中心となりシステムを構築している。
　この事業は 3 年間にわたり実施する。初年度のシステム案を 2 年目に実施して、その評価を通して 3
年間に構築する。これらの事業を通して、新人歯科衛生士の離職防止と復職、また歯科衛生士会への入
会促進・退会防止を推進して会員の増大に繋げ、さらに医療・介護と連携した良質で安全な歯科保健医
療サービスを提供できることを目的にしている。
　今年度は研修会を通して無記名でアンケートを実施した、その調査結果と次年度のシステム案を報告
する。一般社団法人

徳島県歯科衛生士会会長
河野　美枝子先生

■ 略　　歴 昭和52年 3 月 徳島歯科学院専門学校歯科衛生士科卒業
昭和52年 4 月～昭和57年 4 月 大坂歯科医院勤務
平成12年 5 月～平成23年 3 月 四国歯科衛生士学院専門学校勤務

平成22年 4 月～現在 徳島県歯科衛生士会　会長
平成23年 4 月～現在 徳島県歯科医師会在宅歯科医療連携室勤務

シンポジスト3
　就業歯科技工士の高齢化及び若年者数の減少が危惧されだして久しいが、厚生労働省等の報告を見る
と、就業歯科技工士総数は然程減少していないことが分かる。しかしながら、年齢階級別の直近データ
を見ると50歳以上が半数を占め、20、30歳代の減少が顕著である。このまま若年層の減少が続き、高齢
就業者の退職が加わると、就業歯科技工士が大きく減少することは容易に想像できる。
　一方、歯科技工士養成施設の数は20年ほど前から減少傾向にあり、平成12年に72校あった歯科技工士
養成施設は、平成31年 8 月現在52校となっており、その殆どで定員割れが生じている。歯科技工士養成
施設の定員割れは経営に大きな影響を及ぼすため、どの施設も入学者の確保に力を入れているが、定員
割れ対策として入学者の基準を必要以上に下げることは、悪循環に繋がる可能性もある。
　そこで、国民に良質な歯科補綴物を提供する歯科技工士の適正数を確保することを喫緊の課題と捉え、
関連データを報告する。一般社団法人 

徳島県歯科技工士会会長
秋山　佳弘先生

■ 略　　歴 昭和60年 3 月 徳島歯科学院専門学校 卒業
昭和60年 6 月 杉山歯科（川島町）勤務
平成 7 年 7 月 アーネスト歯研 開業
平成 9 年 4 月 徳島県歯科技工士会専務理事 就任
平成10年10月 ㈲アーネスト・デンタルクリエイション 設立
平成11年 4 月 徳島県歯科技工士会副会長 就任

平成13年 4 月 徳島県歯科技工士会会長 就任
平成26年 4 月 日本歯科技工士連盟総務理事 就任
平成28年 4 月 日本歯科技工士連盟常任総務 就任
平成30年 4 月 日本歯科技工士連盟副会長 就任

現在に至る
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令和2（2020）年2月2日（日）
本　館 別　館

1階 
第1会場（すだちホール）

8階　 
第2会場（2号室）

8階　 
第3会場（特別会議室）

1階、2階　 
大ホール

2階　 
5号室

徳島県歯科医学大会 四国歯学会
第56回例会 談話室・休憩場 MARUMI DENTAL

SHOW 2020

9:00

MARUMI
DENTAL
SHOW  
2020

9:30
受　付

ポスター掲示

10:00

展示発表

（株）松風セミナー 
正岡　明子 氏 
（定員30名）10:20 開会式

第一会場
中継放送10:30

特別講演 
堀 　　憲郎 先生

座長：笠原　信治 先生

12:00

軽食サービス12:30 ポスター討論 
（質疑・応答）

デンツプライシロナ（株） 
セミナー 

森田　勝也 氏 
（定員30名）13:00

展示発表

13:30 シンポジウム 
堀　　　憲　郎 先生 
森　　　秀　司 先生 
宮　本　洋　二 先生 
秋　山　佳　弘 先生 
河　野　美枝子 先生 

コーディネーター： 
中　野　雅　德 先生

第一会場
中継放送

14:00

福岡デンタル販売（株） 
セミナー 

重冨　智寛 氏 
（定員30名）

15:00 表彰式

15:05 閉会式

閉会式終了 ポスター撤去

15:30

16:00

プログラム



− 9 −

本館1階　第1会場（すだちホール）
開会式　10：20 〜 10：30

　開会の辞					     四国歯学会		  副会長	  北畑　　洋

　大会長挨拶					     徳島県歯科医師会	 　会長	  森　　秀司

						      四国歯学会		  　会長	  宮本　洋二

特別講演　10：30 〜 12：00 

　『健康寿命の延伸に向けて～口腔の健康と全身の健康』

　　演　者：堀　　憲郎 先生（日本歯科医師会　会長）

　　座　長：笠原　信治 先生（徳島県歯科医師会　常務理事）

　　

シンポジウム　13：30 〜 15：00

　『徳島県における歯科医療の現状と将来』

　　コーディネーター：中野　雅德 先生（徳島文理大学保健福祉学部口腔保健学科　学科長）

　　来　賓：堀　　憲郎 先生（日本歯科医師会　会長）

　　演　者：

　　　『徳島県歯科医師会の取り組み』

　　　　森　　　秀　司 先生（徳島県歯科医師会　会長）

　　　『徳島大学の現状と今後の取り組み』

　　　　宮　本　洋　二 先生（徳島大学　歯学部長）

　　　『就業歯科技工士の現状と将来』

　　　　秋　山　佳　弘 先生（徳島県歯科技工士会　会長）

　　　『「歯科衛生士の離職防止・復職支援システムの構築」について』

　　　　河　野　美枝子 先生（徳島県歯科衛生士会　会長）

表彰式　15：00 〜　

閉会式　15：05 〜

　閉会の辞					     徳島県歯科医師会	 副会長	  松本　　侯

本館8階　第2会場（2号室）
ポスター討論　12：30 〜 13：00  
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ご参加される皆様へ
1 ．受付は 2 月 2 日大会当日の 9 ：30より、本館入口で行います。

2 ．参加費は無料です。

3 ．本大会は、「日本歯科医師会生涯研修事業」に該当いたします。

日本歯科医師会会員の皆様は、学会当日は「日歯生涯研修事業 IC カード」をご持参の上、受付にて参加

手続きを行ってください。

4 ．本大会は、「日本歯科技工士会生涯研修」に認定しています。

日本歯科技工士会会員の皆様は、学会当日は「日技生涯研修 ID カード」をご持参の上、受付にて参加

手続きを行ってください。

5 ．本大会は、「日本歯科衛生士会生涯研修単位」に申請しています。

日本歯科衛生士会員の皆様は、学会当日は受付に会員カードをご提示ください。

6 ．四国歯学会第56回例会は、「大学院先端口腔科学特論」の時間数に含みます。大学院生は履習手帳を持参

の上、ポスター受付にて手続きを行ってください。

7 ．大会の講演およびポスター発表の写真撮影ならびにビデオ撮影は禁止いたします。

8 ． 8 階特別会議室（第 3 会場）にて、第 1 会場の様子を中継放送しております。

9 ． 8 階特別会議室（第 3 会場）にて、12：00 〜軽食のサービスを行います。

数に限りがございますので、お早めにお越しください。

10．MARUMI DENTAL SHOW 2020は別館にて行っております。

是非この機会に足をお運びください。

お知らせ

1．ポスターの掲示と撤去について
　 1 ）掲示はポスター受付にて受付後、以下の時間内に所定のボードに行ってください。

　　　令和 2 年 2 月 2 日（日） 9 ：30 ～ 10：10 （10：20より開会式の予定です。）

　 2 ）展示閲覧時間は、当日の10：10 〜閉会式終了までの間となります。

　 3 ）撤去は以下の時間内に行ってください。

　　　令和 2 年 2 月 2 日（日）閉会式後～ 15：30

　　　（15：30までに撤去されない場合、こちらで処分させていただきます。）

2 ．会場
　　JA 会館本館 8 F　 2 号室（同フロアにポスター受付を設置しております。）

ポスター発表のご案内



− 11 −

3．ポスター討論
　　12：30 〜 13：00は、質疑応答の時間といたします。

　　発表者はポスターの前にリボンをつけて、展示資料の前に待機してください。

4．掲示方法
　 1 ）展示板に大会本部で演題番号を用意致します。

　 2 ）右図の規格の範囲内で展示してください。

　 3 ）展示物の貼り付けはこちらで用意した養生テープを

　　　ご使用いただく予定です。

　　　（ポスター受付時にご案内いたします）

5．利益相反について
　　発表に関する利益相反（COI）の有無や内容を記載してくだ

　　さい。記載の形式は問いません。

6．審査結果の開示と表彰
　　※学生発表の皆様へ

　　　 1 ．学生発表の中から、優秀発表を選考し表彰を行います。頑張って発表してください。

　　　 2 ．表彰式は閉会式（第 1 会場）で行いますので、発表者は閉会式にご参加ください。

例）演題名：〇〇〇〇
発表者：〇〇〇〇
本発表に関連し、開示すべき COI 関係にある企
業などはありません。
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〒770-0011
徳島県徳島市北佐古一番町5-12
電話　088-634-2663

JRでお越しの方 JR佐古駅より徒歩3分です。

車でお越しの方 駐車場は300台分ありますが、なるべく公共交通機関をご利用ください。

徒歩3分

徳島県JA会館

佐古駅阿波池田駅 徳島駅
2分1時間15分

徳島空港

タクシー
5分

タクシー
35分

バス
28分

32分

22分

鳴門駅

板野駅

JR佐古駅

徳島県
JA会館

至 徳島駅

▲

至 徳島

▲

▲至 蔵本駅

GS

宝くじ売場

イルローザ

ローソン

▲至 池田

▲
至 

高
松
駅

▲
至 

田
宮

192

本館別館MARUMI 
DENTAL SHOW 2020

四国歯学会第56回例会

徳島県歯科医学大会

徳島県 JA会館までのご案内
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■ 受付
■ すだちホール（第 1会場）
　 ● 開会式
　 ● 特別講演
　 ● シンポジウム
　 ● 表彰式
　 ● 閉会式
■ 講師控室

＜徳島県 JA会館 本館 1階＞

＜徳島県 JA会館 本館 8階＞

■ ポスター受付
■ 2 号室（第 2会場）
　 ● ポスター会場
■ 特別会議室（第 3会場）
　 ● 中継会場
　 ● 休憩室
　 ● 軽食サービス

＜徳島県 JA会館 別館 1、2階＞

■ 1 階、2階大ホール
　 ● MARUMI 
DENTAL SHOW 2020

■ 5 号室
　 ● 研修セミナー

すだち
ホール

（第1会場）

講師
控室

EV

EV

受付

2号室
（第2会場）

特別
会議室

（第3会場）

受付

EV

EV

受付
大ホール

5号室大型機器展示

1階 2階

会場のご案内





四国歯学会　第56回例会



− 16 −

番号 演　題　名 発表者名 所　属

P01 歯・歯周組織の形成機構の解析および再生への応用の検討 守田　　剛 徳島大学・
口腔顎顔面形態学

P02 歯髄幹細胞由来無血清培養上清を用いた
変形性顎関節症の治療法開発 小笠原直子 徳島大学・

組織再生制御学

P03 歯髄幹細胞由来無血清培養上清を用いた口腔乾燥症の治療法開発 河原林啓太 徳島大学・
組織再生制御学

P04 シェーグレン症候群（SS）の発症・病態における IL-33 の重要性 佐藤　真美 徳島大学・
口腔分子病態学

P05 口腔癌の進展に関わる新規ペリオスチンスプライシングバリアントの同定 邵　　文華 徳島大学・
口腔分子病態学

P06 口腔癌の進展における上皮 - 間葉移行の関与 木曽田　暁 徳島大学・
口腔分子病態学

P07 緑膿菌における抗菌薬添加と酸化ストレスについて 村田　梨菜 徳島大学・
口腔微生物学

P08 フルーツ味認知への嗅覚刺激の影響：
脳波周波数分析を用いた研究 前田さおり 徳島大学・

口腔分子生理学

P09 運動が遺伝子発現に与える影響の網羅的解析 堀口　大吾 徳島大学・
分子医化学

P10 再生歯学戦略におけるヒト口腔粘膜由来線維芽細胞の特性 三好　圭子 徳島大学・
分子医化学

P11 唾液中マイクロ RNA のプロファイリング 水澤　典子 徳島大学・
分子薬理学

P12 レスベラトロール投与による実験的口腔粘膜炎への効果 玉木　直文 徳島大学・
予防歯学

P13 注入性に優れるβ -TCP 基骨セメントの強度への
ジルコニア微粉末添加の効果 Yeeun KIM 徳島大学・

生体材料工学

P14 歯髄炎の病態解析と新規歯髄保護療法の開発 細川　由樹 徳島大学・
歯科保存学

P15 歯周病ならびに歯周組織再生療法に関する臨床研究について 植村　勇太 徳島大学・
歯周歯内治療学

P16 木管楽器の演奏に配慮してインプラント治療を行った1症例 石田　雄一 徳島大学・
口腔顎顔面補綴学

P17 ウェイクボード世界選手権大会2018における徳島大学病院・
徳島県歯科医師会の歯科医療活動とマウスガード使用実態の調査 鈴木　善貴 徳島大学・

顎機能咬合再建学

P18 痛みに対するサイトカイン療法の開発に向けて 岩浅　匠真 徳島大学・
顎機能咬合再建学

P19 補綴学授業におけるアクティブラーニングによる学修効果
－反転授業と TBL の長期比較－ 葉山　莉香 徳島大学・

顎機能咬合再建学

P20 徳島大学病院の臨床研修歯科医症例報告書から見た
研修歯科医の補綴歯科治療の現状 大川　敏永 徳島大学・

総合診療歯科学

四国歯学会第 56回例会　ポスター発表（一般演題）



− 17 −

番号 演　題　名 発表者名 所　属

P21 徳島大学病院における口腔管理センター・
口腔内科を中心とした医科との連携 高野　栄之 徳島大学・

口腔内科学

P22 新規骨補填材としての炭酸アパタイトの開発と骨再生医療への応用 工藤　景子 徳島大学・
口腔外科学

P23 マイクロファイバーをポロジェンとして用いた
炭酸アパタイト多孔体の開発と骨再生医療への応用　　 秋田　和也 徳島大学・

口腔外科学

P24 徳島大学病院歯科放射線科の紹介受診システムと紹介内容の検討 水頭　英樹 徳島大学・
歯科放射線学

P25 徳島大学病院歯科麻酔科における
歯科局所麻酔薬アレルギー疑い患者への対応 江口　　覚 徳島大学・

歯科麻酔科学

P26 通電するとグラスアイオノマーセメントの接着強度は低下する 佐藤　博子 徳島大学・
口腔顎顔面矯正学

P27 本院における口唇口蓋裂児への治療の取り組み 森　　浩喜 徳島大学・
口腔顎顔面矯正学　

P28 本院小児歯科の初診患者の動向と主訴の変遷について 赤澤　友基 徳島大学・
小児歯科学

P29 舌苔細菌に対する口中ケアタブレットの
有効性に関するクロスオーバー試験 松村　佑季 徳島大学・

口腔保健基礎学

P30 地域住民の包括的支援に資する情報共有体制の構築
～オーラルフレイル予防対策を起点とした“ 見える化 ”と“ つなぐ化 ”～ 尾崎　和美 徳島大学・

口腔保健支援学

P31 クラウドコンピューティングを利用した多職種経口摂取支援の体制づくりに向けて
～嚥下時産生音の有用性に関する検証～ 吉田　佳世 徳島大学・

口腔保健支援学

P32 当大学病院口腔インプラントセンターにおける新来患者の臨床統計 友竹　偉則 徳島大学病院・
口腔インプラント

P33 内部構造を可視化した診断用顎骨模型の作製 鴨居　浩平 徳島大学病院・
技工室

P34 口腔ケアで防ごう！ 大塚　由朗 徳島県歯科医師会　

P35 当診療所における創傷被覆・保護材（エピシル ® 口腔用液）の
使用経験から見えてきた今後の課題 橋本千奈美 口腔保健センター

心身障害者歯科診療所

P36 焼成温度がジルコニアの色調及び寸法に与える影響 大山　正弘 徳島県歯科技工士会

P37 床用樹脂における補強装置と樹脂の厚みの相互関係について 三浦　義史 徳島県歯科技工士会

P38 各種分割復位式模型の分割後誤差比較 松本　和久 徳島県歯科技工士会

P39 遠心揺動バレル研磨機を使用した義歯研磨時短検証 須原　淳次 徳島県歯科技工士会

P40 一般社団法人徳島県歯科衛生士会の現状と取り組み 森本みどり 徳島県歯科衛生士会

P41 徳島県歯科医師会在宅歯科医療連携室について 竹内眞由美 徳島県歯科衛生士会
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番号 演　題　名 発表者名 所　属

S01 歯科用金属が細胞に与える影響 岡本　元太 徳島大学　歯学部

S02 矯正歯科における歯科衛生士による
口腔筋機能療法に関する臨床統計学的検討 国田　智成 徳島大学　歯学部

S03 メダカ咽頭歯における歯および歯周組織の形成遺伝子の発現 松本　　晋 徳島大学　歯学部

S04 口腔分子病態学分野における免疫・癌研究 林　　亜門 徳島市立高校
理数科

S05 舌ブラシの形態による舌清掃の効果と出血の比較 大川　翔平 徳島大学　歯学部

S06 緑膿菌におけるバイオフィルム形成菌の抗菌薬抵抗性について 岡本　　舞 徳島市立高校
理数科

S07 歯根膜細胞における低酸素環境下でのエピジェネティクス制御の解析 熊澤　里莉 徳島大学　歯学部

S08 間葉系幹細胞由来分泌因子が Schwann 細胞の活性化に与える影響 有馬　秀貴 徳島大学　歯学部

S09 哺乳様式と不正咬合との関連性についての検討 奥住　千聡 徳島大学　歯学部

S10 歯髄幹細胞由来無血清培養上清を用いた脊髄損傷の治療法開発 後藤秀一郎 徳島大学　歯学部

S11 唾液マイクロ RNA の機能解析 橋本　真舞 徳島大学　歯学部

S12 マイクロ RNA の細胞増殖への影響 村田菜々香 徳島大学　歯学部

●この学生発表は表彰対象となります。

四国歯学会第 56回例会　ポスター発表（学生部門）
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歯・歯周組織の形成機構の解析および
再生への応用の検討

〇守田　　剛、神尾　強司、角田　佳折、馬場　麻人
徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔顎顔面形態学分野

ヒトの歯は歯冠と歯根に区別することができるが、その構造は系統発生学的には特殊な形態である。例えば、
魚類などでは歯根様構造を持たず、歯足骨という硬組織が存在する。このことから、哺乳類に見られる歯根
は後天的に獲得されたと考えられる。また、象牙質の歯冠部と歯根部では、物理的特性や生化学的組成が異
なることが報告されており、歯冠と歯根の形成調節機構の変化、あるいは修復象牙質形成時の調節などを解
析し、歯根および歯周組織の再生へと応用を検討している。

P01

P02
歯髄幹細胞由来無血清培養上清を用いた

変形性顎関節症の治療法開発

変形性顎関節症（TMJOA）は、進行性の軟骨変性と異常な骨リモデリング、慢性疼痛を特徴とする変性
疾患である。現在は疼痛や炎症制御による対処療法が主流であり、関節軟骨や骨組織の再生を促す新しい治
療法の開発が望まれている。我々はヒト歯髄幹細胞無血清培養上清（SHED-CM）が抗炎症、組織再生能力
を有することを報告してきた。本研究では、強制大開口によるマウス TMJOA モデルに SHED-CM を静脈投
与し、治療有用性の評価と治癒メカニズムの解明を目指した。

○小笠原直子 1 、2 、加納　史也 2 、橋本　　登 2 、LIU YAO 1 、森　　浩喜 3 、寺町　順平 2 、
岩本　　勉 3 、田中　栄二 1 、山本　朗仁 2

1 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔顎顔面矯正学分野、
2 徳島大学大学院医歯薬学研究部組織再生制御学分野、 3 徳島大学大学院医歯薬学研究部小児歯科学分野

P03
歯髄幹細胞由来無血清培養上清を用いた

口腔乾燥症の治療法開発

○河原林啓太 1 、加納　史也 ３ 、橋本　　登 ３ 、寺町　順平 ３ 、青田　桂子 2 、
東　　雅之 2 、岩本　　勉 1  、山本　朗仁 3

1徳島大学大学院医歯薬学研究部小児歯科学、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔内科学、
３ 徳島大学大学院医歯薬学研究部組織再生制御学

頭頸部がんに対する放射線治療は、口腔、顎骨、唾液腺が照射野に含まれることがあり、有害事象として
口腔乾燥症を生じる。長期にわたり唾液分泌量は低下する。重度では経口摂取困難となり、QOL が著しく低
下する。現在の主な治療は保湿などの対処療法のみであり、効果は限定的であるため、唾液腺の再生を促す
新しい治療法の開発が望まれている。我々はヒト歯髄幹細胞無血清培養上清（SHED-CM）が抗炎症、組織
再生能力を有することを報告してきた。本研究では、マウス放射線性口腔乾燥モデルに SHED-CM を静脈投
与し、治療有用性の評価と治癒メカニズムの解明を目指した。
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シェーグレン症候群（SS）の
発症・病態における IL-33 の重要性

◯佐藤　真美、牛尾　　綾、常松　貴明、新垣理恵子、工藤　保誠、石丸　直澄
徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔分子病態学分野

IL-33は、受容体の ST 2 を介して免疫細胞を活性化する。今回、SS の標的臓器である唾液腺における IL-33
の発現時期や産生細胞を検討した。まず、SS 患者および疾患モデルマウスの唾液腺で IL-33および ST 2 の発
現と、IL-33の発現細胞を確認した。また、ST 2 受容体を発現する 2 型自然リンパ球（ILC 2 ）に注目したと
ころ、SS モデルの唾液腺組織では ILC 2 が有意に増加していた。さらに、SS モデルへの ST 2 -Fc 投与では、
唾液腺病変を改善することが確認された。

P04

P05

P06

口腔癌の進展に関わる
新規ペリオスチンスプライシングバリアントの同定

We previously identified periostin （POSTN） as an invasion promoting factor in Head and neck squamous 
cell carcinoma （HNSCC）. It is known that POSTN has 11 splicing variants, but the role of them has not 
been determined in HNSCC. Here we identified novel POSTN isoform 5  （lacking exon 17） as a promoting 
invasion factor by both in vitro and in vitro analyses. We suggest that a POSTN isoform 5  can be a novel 
prognostic marker for HNSCC. 

◯邵　　文華 1 、常松　貴明 1 、梅田　将旭 2 、木曽田　暁 1 、新垣理恵子 1 、
工藤　保誠 1 、石丸　直澄 1

1 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔分子病態学分野、 2 シバタ歯科（愛知県）

口腔癌の進展における上皮−間葉移行の関与

◯木曽田　暁、邵　　文華、常松　貴明、新垣理恵子、工藤　保誠、石丸　直澄
徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔分子病態学分野

Partial-EMT（p-EMT）は、上皮間葉移行が誘導される途中の段階を示し、癌の浸潤・転移や治療抵抗性
への関与が示唆されている。最近、頭頸部扁平上皮癌（HNSCC）組織の １ 細胞解析から、p-EMT に関連す
る遺伝子群が同定された。我々は、TCGA に登録された HNSCC の RNA-seq データを用いて p-EMT 関連遺
伝子の発現を解析し、予後との関連を検討した。その結果、SERPINE 1 などの p-EMT 関連遺伝子が、発現
量と予後不良に関与することが明らかとなり、悪性度診断に応用できることが示唆された。
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緑膿菌における抗菌薬添加と酸化ストレスについて

〇村田　梨菜 1 、2 、Muhammad Reza Pahlevi 2 、村上　圭史 2 、
廣島　佑香 2 、片岡　佳子 1 、藤猪　英樹 2

1 徳島大学大学院医歯薬学研究部微生物・遺伝子解析学分野、
2 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔微生物学分野

我々は、緑膿菌において、抗菌薬存在下では増殖しないものの、死滅しない現象である、抗菌薬抵抗性に
注目してきた。今回、抗菌薬抵抗性メカニズムの解明を目的として、酸化ストレスに着目した。

緑膿菌において、ビアペネムを添加したところ、菌体内に H 2 O 2 が発生したことが確認された。また、電
子スピン共鳴法で解析を行ったところ、活性酸素種（ROS）の発生が認められた。

これらの結果から、抗菌薬添加により ROS が発生し、抗菌薬抵抗性に関連している可能性が示された。

P07

P08

P09

フルーツ味認知への嗅覚刺激の影響：
脳波周波数分析を用いた研究

食物が持つ匂いと味の組み合わせは経験により獲得されるが、それらが一致しなかった場合、脳内情報処
理過程に影響が出ると考えられる。そこで、フルーツ味に対する嗅覚刺激の影響を、主観的味覚スコアと脳
波出現様式を指標に調べたところ、 6 Hz 近傍においては正の相関、10Hz 近傍においては負の相関を認めた。
フルーツ味認知に関する嗅覚刺激の影響については、約 6 Hz から10Hz の範囲の脳活動が関与していること
が示唆された。

○前田さおり 1 、2 、吉村　　弘 1

1 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔分子生理学分野、 2 梅花女子大学看護保健部口腔保健学科

運動が遺伝子発現に与える影響の網羅的解析

○堀口　大吾、三好　圭子、萩田　浩子、野間　隆文
徳島大学大学院医歯薬学研究部分子医化学分野

健康を維持する上で、適度な運動は不可欠であり、運動能力の維持は咬合能力など口腔の健康にも重要で
ある。しかし、運動がどのように健康に影響を与えるのか、その分子メカニズムは十分に理解されていると
はいえない。本研究では、運動能が亢進している変異体ラット（SPORTS ラット）を用いて、長期に渡る自
発的な運動が遺伝子発現にどのような影響を与えるのか検討した。その結果、SPORTS ラットの骨格筋では、
グルコース代謝関連遺伝子群の発現亢進や、筋線維の再構成が示され、運動がダイナミックな代謝変動を通
じて健康に影響を与える可能性が示唆された。
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再生歯学戦略におけるヒト口腔粘膜由来線維芽細胞の特性

〇三好　圭子、堀口　大吾、萩田　浩子、野間　隆文
徳島大学大学院医歯薬学研究部分子医化学分野

再生歯学における細胞源の一つとして、私たちは創傷治癒が早く、瘢痕も残らない口腔粘膜に着目している。
そこで、口腔粘膜組織の構成細胞のうち、特に口腔粘膜線維芽細胞（hOFs）の特性を解明するため、hOFs
と皮膚線維芽細胞（hDFs）、および hOFs から作製した induced pluripotent stem cells （iPS 細胞）を用いて、
網羅的遺伝子発現の比較分析を行った。その結果、hOFs は環境刺激に対する高い応答性や可塑性が示され、
再生歯学戦略における hOFs の有用性が示唆された。

P10

P11

P12

唾液中マイクロ RNA のプロファイリング

マイクロ RNA（miRNA）は、タンパク質に翻訳されない22塩基程度の短い RNA で、現在ヒトで2000種
類以上知られている。miRNA は細胞内で発現し、エクソソームなどの小胞やタンパク質と結合して細胞外
に分泌されることから、癌などで変動する血中 miRNA は、疾患バイオマーカーとしての利用が期待されて
いる。我々は、唾液中にも miRNA が安定して存在することを確認し、マイクロアレイ解析を行ったので報
告する。

〇水澤　典子 1 、岩脇　有軌 2 、吉本　勝彦 1

1 徳島大学大学院医歯薬学研究部分子薬理学分野、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔顎顔面補綴学分野

レスベラトロール投与による実験的口腔粘膜炎への効果

〇玉木　直文 1 、陳　　　舒 1 、工藤　保誠 2 、三木かなめ 1 、石丸　直澄 2 、伊藤　博夫 1

1 徳島大学大学院医歯薬学研究部予防歯学分野、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔分子病態学分野

抗癌剤の副作用として口腔粘膜炎の発症が知られているが、その有効的な予防法はほとんどない。本研究は、
レスベラトロールの抗酸化・抗炎症作用による口腔粘膜炎への効果を検討した。抗癌剤である 5 - フルオロウ
ラシル投与によって実験的な口腔粘膜炎モデルを動物実験と細胞培養において作成し、レスベラトロールの
効果を検討した。その結果、酸化ストレスと炎症の改善が確認され、口腔粘膜炎の治癒も促進されることが
示された。
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〇 Yeeun KIM 1 、Jiyoung BAE 1 、伊田百美香 1 、3 、関根　一光 1 、河野　文昭 2 、濵田　賢一 1

1 徳島大学大学院医歯薬学研究部生体材料工学分野、
2 徳島大学大学院医歯薬学研究部総合診療歯科学分野、 3 現 徳島大学大学院医歯薬学研究部歯科保存学分野 

リン酸カルシウム基骨セメントは、注入性と硬化体強度を両立することが困難である。我々は、ボールミ
リング法で微粉化すると、β型三リン酸カルシウム（β -TCP）基試作骨セメントが、優れた注入性と高い硬
化体強度を同時に示すことを見出した。本研究では、β -TCP 基試作骨セメントにジルコニア微粉末を添加
した際の硬化体強度の変化を調べた。その結果、ジルコニア添加によって圧縮強度、間接引張強度ともに増
加した。

P13

P14

P15

歯髄炎の病態解析と新規歯髄保護療法の開発

注入性に優れるβ -TCP 基骨セメントの強度への
ジルコニア微粉末添加の効果

歯周病ならびに歯周組織再生療法に関する臨床研究について

う蝕による細菌感染等に起因する不可逆性歯髄炎に対し、一般的には抜髄処置が行われるが、無髄歯の予
後は有髄歯と比較して悪い。このため、歯髄炎の病態や発症のメカニズムを解明し、新規の歯髄炎の治療や
歯髄温存療法を開発することは、歯の保存に極めて重要である。ポリフェノール類の一種であるカテキンに
は抗炎症作用があることが報告されており、本研究はカテキンの有する抗炎症作用が歯髄保存療法にも有効
である可能性を示すものである。

〇細川　由樹 1 、平尾　功治 1 、武川　大輔 1 、蔵本　　瞳 1 、湯本　浩通 2 、中西　　正 1

1 徳島大学大学院医歯薬学研究部歯科保存学分野、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部歯周歯内治療学分野

〇植村　勇太、二宮　雅美、和田　明大、木戸　理恵、高木　亮輔、野中　康平、谷口　裕哉
生田　貴久、坂本英次郎、板東　美香、稲垣　裕司、成石　浩司、木戸　淳一、湯本　浩通

徳島大学大学院医歯薬学研究部歯周歯内治療学分野

当分野では現在、歯周治療ならびに歯内療法に関する臨床研究として、「リグロスと各種骨補填材による併
用療法の有効性の検討」と「根尖病変に対する高周波通電の治癒促進効果の検討」を行っている。さらに、
日本歯周病学会主導による日本人を対象とした「侵襲性歯周炎患者のデータベース構築」ならびに「侵襲性
歯周炎患者の全ゲノム解読と遺伝子多型解析」に関する臨床研究も実施している。今回、これらの研究の概
要と症例の一部を紹介する。
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木管楽器の演奏に配慮してインプラント治療を行った 1 症例

〇石田　雄一、南　　憲一、岩脇　有軌、渡邉　　恵、市川　哲雄
徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔顎顔面補綴学分野

インプラント治療を希望する患者の主訴の多くは咀嚼能力および審美性の回復であるが、インプラント治
療の普及とともに、主訴の多様化も生じている。

今回、咀嚼や審美性には全く問題ないがフルートの演奏ができないと訴える患者に対して即時負荷インプ
ラント治療を行い、暫間上部構造の評価と形態修正を繰り返すことで、良好な治療経過とフルート演奏に適
した最終上部構造を提供できた症例を報告する。

P16

P17

P18

ウェイクボード世界選手権大会2018における徳島大学病院・
徳島県歯科医師会の歯科医療活動とマウスガード使用実態の調査

ウェイクボード世界選手権大会2018における歯科医療活動と参加選手のマウスガード（MG）使用実態の調
査を実施した。①全日程で歯科医師が常駐したが、本大会での受診者は 0 名であった。②歯科医師会ブースに
て MG による外傷予防の啓蒙活動を行い、多く訪問者があった。③参加選手のうち46名から MG 使用実態に
関するアンケートの回答が得られ、顎顔面領域の受傷や脳震盪の経験ある者は約40% に認められた。20歳以上
あるいは経験年数 5 年以上の者は受傷経験率が高く、一方で MG 使用率はそれ以外の者よりも低かった。

○鈴木　善貴 1 、大倉　一夫 1 、秋月　皆人 1 、吉原　靖智 1 、秋田　和也 2 、安達　　聡 3  、
田岡　計久 3  、笠原　信治 3  、森　　秀司 3 、宮本　洋二 2 、松香　芳三 1

1 徳島大学大学院医歯薬学研究部顎機能咬合再建学分野、
2 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔外科学分野、 3 徳島県歯科医師会

痛みに対するサイトカイン療法の開発に向けて

〇岩浅　匠真 1 、Shaista Afroz 1 、井上　美穂 1 、新垣理恵子 3 、大島　正充 1 、Resmi Raju 1 、
Arief Waskitho 1 、井上　正久 4 、馬場　麻人 2 、松香　芳三 1

1 徳島大学大学院医歯薬学研究部顎機能咬合再建学分野、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔顎顔面形態学分野、
3 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔分子病態学分野、 4 徳島文理大学薬学部機能形態学研究室

目的）痛みの治療は歯科では重要であり、我々は新規治療法の開発を目指している。今回は口腔顔面痛
に対するサイトカインの効果を調査した。方法）SD 系雄性ラットの三叉神経の枝を結紮し、口腔顔面痛モ
デルを作製した。三叉神経節内のサイトカインレベルを計測し、結紮初期に上昇した炎症性サイトカイン
CXCL 2 の拮抗薬、後期に上昇した抗炎症性サイトカイン IL10の作動薬を口腔顔面痛モデルラット三叉神経
節内へ投与した。結果）抗 CXCL 2 、rIL-10を投与すると数日間、痛み行動が軽減した。結論）三叉神経節
内のサイトカインをコントロールすることは痛みの抑制に対して効果的であることが示唆された。



− 26 −

○葉山　莉香、大倉　一夫、大島　正充、細木　眞紀、鈴木　善貴、宮城　麻友、井上　美穂、
Rodis Omar Marianito、岩浅　匠真、松香　芳三

徳島大学大学院医歯薬学研究部顎機能咬合再建学分野

目的）二種類のアクティブラーニング（学生が自ら学習する）における学修効果を期末試験の正答率を用
いて比較検討した。方法）2014年度から2017年度までの補綴学Ⅱの授業を受けた歯学部学生（計289名）に対
し、国家試験様式の多肢選択問題を採用した期末試験を行い、成績を反転授業（事前学習後に質疑応答授業）
と TBL 授業（事前学習後にグループ討議）の範囲に分け、それぞれの平均正答率を比較した。結果）反転授
業と TBL 授業との間に有意差はなく、従来の授業よりも良い結果であった。結論）アクティブラーニングは
効果的な学修法であることが示された。

P19

P20

P21

補綴学授業におけるアクティブラーニングによる学修効果
－反転授業と TBL の長期比較－

徳島大学病院の臨床研修歯科医症例報告書から見た
研修歯科医の補綴歯科治療の現状

徳島大学病院における口腔管理センター・
口腔内科を中心とした医科との連携

平成18年の歯科医師臨床研修制度の必修化以来、当科では充実した研修を目指してきた。今回、研修歯科
医症例報告書に記載されたキーワードを抽出し、補綴治療の割合がどのように推移したかについて検討を加
えた。

患者層は高齢者が多く、可撤性義歯および全身疾患に関するキーワードが多かった。年次変化に傾向は認
められなかった。これらのことから、高齢患者の社会的背景や全身状態を考慮し、一口腔単位で診療を行っ
ていると推察される。

〇大川　敏永 1 、岡　　謙次 2 、安陪　　晋 1 、美原　智恵 1 、松田　　岳 1 、
村上　愛由 2 、宮城　　茜 2 、河野　文昭 1 、2

1 徳島大学大学院医歯薬学研究部総合診療歯科学分野、 2 徳島大学病院総合歯科診療部

〇高野　栄之 1 、小野　信二 1 、松本　文博 2 、桃田　幸弘 2 、青田　桂子 2 、山ノ井朋子 2 、
金川　裕子 1 、中原　崇道 2 、西窪　美波 2 、東　　雅之 1 、2

1 徳島大学病院口腔管理センター、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔内科学分野

口腔管理センターは入院患者に対する周術期等の口腔ケアを主に行っている。また、ICU や HCU、SCU
の全身状態が不安定な患者の口腔ケアは口腔内科が担当している。その他の活動として、口腔管理センター
では NST カンファレンス・回診や SCU カンファレンス、摂食嚥下カンファレンスなどに参加しており、口
腔内科では BP 関連外来を設置している。これらの医科との密接な連携について報告する。
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〇工藤　景子、秋田　和也、福田　直志、工藤　隆治、栗尾　奈愛、大江　　剛、真野　隆充、宮本　洋二
徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔外科学分野

私たちは九州大学との共同研究で生体骨の主成分である炭酸アパタイト（carbonate apatite; CAP）の人
工合成に世界で初めて成功した。CAP は、生体内での反応性が高く、生体内で吸収され、骨に置換する。こ
の CAP 顆粒はインプラント埋入を前提とした骨増生術への適応が認められた日本では初めての骨補填材で、
2018年 2 月より株式会社ジーシー社からサイトランス グラニュール R として市販されている。

今回は、開発の経緯および現在進行している骨再生医療への応用に向けた取り組みについてその概要を発
表する。

P22

P23

P24

マイクロファイバーをポロジェンとして用いた
炭酸アパタイト多孔体の開発と骨再生医療への応用

徳島大学病院歯科放射線科の
紹介受診システムと紹介内容の検討

新規骨補填材としての炭酸アパタイトの
開発と骨再生医療への応用

我々は生体内で吸収されて、骨に置換する炭酸アパタイト（carbonate apatite; CAP）の人工合成に世界で
初めて成功した。この CAP 顆粒は国内初のインプラント治療に適応のある新規骨補填材として市販されてい
る。しかしこの顆粒は緻密体であるため、さらなる骨形成の促進を目指し、改良を行っている。

そこで今回、マイクロファイバーをポロジェンとして用いて種々の気孔径を有する CAP 多孔体を開発し、
骨再生医療への応用に向けた取り組みについて報告する。

〇秋田　和也、福田　直志、工藤　景子、真野　隆充、宮本　洋二
徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔外科学分野

○水頭　英樹、細木　秀彦、吉原　穂積、前田　直樹、吉田みどり、誉田　栄一
徳島大学大学院医歯薬学研究部歯科放射線学分野

徳島大学病院歯科放射線科では院内各科からの紹介だけでなく、一般歯科医院から矯正治療・インプラン
ト治療のための検査依頼を受けて画像検査を行っている。そこで2009年10月から2019年 9 月までの10年間に
院外から画像検査目的で当科に紹介された検査依頼内容の検討を行った。検査依頼は全1537件で、その内訳
は CT 撮影（歯科用670件、医科用109件）、セファロ撮影458件であった。

また、当科への画像検査紹介方法に関しても紹介する。
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〇江口　　覚 1 、大塚　　良 2 、藤原　茂樹 2 、高石　和美 2 、北畑　　洋 1

1 徳島大学大学院医歯薬学研究部歯科麻酔科学分野、 2 徳島大学病院歯科麻酔科

歯科治療時の全身的偶発症は、局所麻酔時の発症が半数以上であり、血管迷走神経反射が最も多い。薬物
アレルギーは数％であり、なかでも局所麻酔薬が原因となることは極めて稀である。しかし、発症時にチェアー
サイドでの鑑別診断は困難であることが多く、重篤なアナフィラキシーであれば、迅速な対応が必要となる。
歯科局所麻酔時に異常な反応を示し、局所麻酔薬アレルギーが疑われた患者に対する当科での対応を紹介す
る。

P25

P26

P27

徳島大学病院歯科麻酔科における
歯科局所麻酔薬アレルギー疑い患者への対応

通電するとグラスアイオノマーセメントの
接着強度は低下する

本院における口唇口蓋裂児への治療の取り組み

補綴修復物や矯正装置の除去など歯科臨床の接着においては、強固な接着力を発揮すると同時に、必要な
場合には弱い力で容易に除去することができる歯科用セメントが求められている。

本研究ではレジン添加型グラスアイオノマーセメントで接着したチタン棒を水中に浸漬した後、試料に電
気を流し、剪断接着強度試験を行ったところ、接着強度が有意に低下した。このことからセメントに電気伝
導性を持たせることで接着力をコントロールできる可能性が示唆された。

〇佐藤　博子 1 、4 、松木　佑太 1 、4 、梶本　　昇 2 、武川　恵美 3 、堀内　信也 4 、
関根　一光 3 、田中　栄二 4 、浜田　賢一 3

1 徳島大学口腔科学教育部口腔科学専攻口腔顎顔面矯正学分野、
2 福岡歯科大学歯科医療工学講座生体工学分野、 3 徳島大学大学院医歯薬学研究部生体材料工学分野、

4 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔顎顔面矯正学分野

〇森　　浩喜 1 、2 、岩本　　勉 1 、斎藤　早紀 3 、上田　公子 1 、高石　和美 4 、山村　佳子 5 、
日浅　雅博 2 、堀内　信也 2 、田中　栄二 2

徳島大学病院 1 小児歯科、 2 矯正歯科、 3 医療技術部、 4 歯科麻酔科、 5 口腔外科

口唇口蓋裂は、口唇・顎・口蓋の披裂を特徴とする先天疾患で、日本人の発生率は約550名に 1 人と言われ
ています。口唇口蓋裂の治療は、出生直後から成人まで長期に亘ることが多く、専門的な知識と技術に基づ
く包括的な診断・治療が求められます。当院では、複数の診療科、複数の職種の専門家による充実した医療サー
ビスを提供するため、2019年 4 月に口唇口蓋裂センターを開設しました。当センターにおいて行われている
口唇口蓋裂の患者に対するチーム医療を紹介いたします。
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〇赤澤　友基 1 、岩田こころ 2 、黒厚子璃佳 2 、河原林啓太 2 、宮嵜　　彩 2 、藤島　史帆 1 、
森　　浩喜 1 、杉本明日菜 3 、北村　尚正 3 、上田　公子 1 、中川　　弘 1 、長谷川智一 3 、岩本　　勉 1 、3

1 徳島大学病院小児歯科、 2 徳島大学大学院口腔科学教育部口腔科学専攻、
3 徳島大学大学院医歯薬学研究部小児歯科学分野

本院小児歯科は、昭和57年 4 月に当時の歯学部附属病院の第10番目の診療科として開設され、現在は本学
大学病院小児歯科として、37年目を迎えました。この間、社会は大きく変化し、家族構成を含めた子供たち
を取り巻く環境も劇的に変化してきました。開設当時は齲蝕が主訴の中心でしたが、現在は口腔機能に関す
る相談も増えてきており、主訴が多様化しています。地域の中核を担う小児歯科として、今後も地域や患者
のニーズに応えていきたいと思います。

P28

P29

P30

舌苔細菌に対する口中ケアタブレットの
有効性に関するクロスオーバー試験

地域住民の包括的支援に資する情報共有体制の構築
～オーラルフレイル予防対策を起点とした “ 見える化 ” と “ つなぐ化 ” ～

本院小児歯科の初診患者の動向と主訴の変遷について

本研究では、キウイフルーツ粉末含有口中ケアタブレット摂取による舌苔細菌への効果をクロスオーバー試
験にて調べた。介入試験Ⅰでは、舌清掃、介入試験Ⅱではタブレット摂取、介入試験Ⅲでは、試験前日の摂取
を指示し、各試験前後で口臭および細菌数の測定を行った。

細菌数および揮発性硫黄化合物量はすべての試験前後において有意に減少した。さらに舌清掃と比較して、
口中ケアタブレット摂取では細菌数が有意に減少したことから、その有効性が示唆された。

〇松村　佑季 1 、2 、日野出大輔 1 、福井　　誠 1 、坂本　治美 1 、
吉岡　昌美 3 、朝熊　弘樹 4 、滝井　　寛 4

1 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔保健衛生学分野、 2 徳島歯科学院専門学校歯科衛生士科、
3 徳島文理大学保健福祉学部口腔保健学科、 4 江崎グリコ株式会社健康科学研究所

〇尾崎　和美 1 、瀬山真莉子 1 、吉田　佳世 2 、竹内　祐子 3 、柳沢志津子 4 、松山　美和 5

1 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔保健支援学分野、 2 徳島大学大学院口腔科学教育部口腔保健学専攻、
3徳島大学大学院医歯薬学研究部地域医療福祉学分野、4徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔保健福祉学分野、

5 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔機能管理学分野

本学歯学部作成の口腔体操プログラムが、県内の “ 通いの場 ” で行われている筋力運動等の集団体操に組
み込まれ、その普及とともに口腔体操の効果を検証する活動が開始される。“ 通いの場 ” で発せられる情報が、
体操不参加者や（オーラル）フレイル予備軍の抽出と専門職による各種の支援につながると考えられる。本
発表では、効果測定のデータをはじめ各場面で発生する情報の集約と専門職による支援に資するクラウド型
ICT システムを紹介する。
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〇吉田　佳世 1 、尾崎　和美 2 、瀬山真莉子 2 、竹内　祐子 3 、柳沢志津子 4 、松山　美和 5

1 徳島大学大学院口腔科学教育部口腔保健学専攻、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔保健支援学分野、
3徳島大学大学院医歯薬学研究部地域医療福祉学分野、4徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔保健福祉学分野、

5 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔機能管理学分野

口腔機能低下を来たした高齢者への経口摂取支援、とくにクラウドコンピューティングを利用して遠隔多
地点の専門職が支援する体制の構築を目指し、独自の録音・録画環境で高齢者群と若年者群から取得した嚥
下時産生音を解析し、嚥下障害のスクリーニングとしての有用性を検討した。音声データのうち高音圧を示
す複数の特徴点間の時間を解析したところ、嚥下関連器官の加齢変化を反映する有意な群間差を示すなど、
その有用性が示された。

P31

P32

P33

クラウドコンピューティングを利用した多職種経口摂取支援の
体制づくりに向けて～嚥下時産生音の有用性に関する検証～

当大学病院口腔インプラントセンターにおける
新来患者の臨床統計

内部構造を可視化した診断用顎骨模型の作製

当大学病院では2014年 4 月に口腔インプラントセンターが開設された。それまで関連各科で行われてきた
インプラント治療を一括管理するために、当センターでの術前診察と受診登録によって患者管理を行ってい
る。今回、開設後 5 年間における当センターで登録された新来患者について調査したので報告する。

○友竹　偉則 1 、川野　弘道 1 、西川　泰史 1 、市川　哲雄 1 、2

1 徳島大学病院口腔インプラントセンター、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔顎顔面補綴学分野

○鴨居　浩平、山本　諒平、津村　希望、大山　正弘、藤本　直樹、山田　幸夫、富永　　賢
徳島大学病院医療技術部歯科医療技術部門技工室

近年、3 次元プリンターの普及により、顎骨模型を作製することで、術前の診断や手術のシミュレーション、
患者説明などに役立っている。しかしながら本院で作製している顎骨模型は石膏によるもので、顎骨表面の
観察はできるものの、内部構造に関しては依然、医用画像による確認作業が必須となっている。そこで今回、
顎骨模型の一部を透明のレジンに置換することで、内部構造を可視化した模型を作製したので報告する。
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○大塚　由朗、森　　秀司、安田　勝裕、柴田　　享、藤谷　太郎、
槇　　　大、齋賀　明彦、岡本　好史、阿部　昭人

徳島県歯科医師会

徳島県では南海トラフ巨大地震等、大規模災害に対する対策が喫緊の課題となっています。1995年兵庫県
南部地震発生直前における30年以内の確率は 0 .02% ～ 8 % でした。つまり発生確率は 1 つの目安であり、い
つ発生するか分からない自然災害に私たちは平時より様々な対策を講じるという事が重要となっています。
徳島県歯科医師会は被災者支援として、歯科治療、遺体検案、そして口腔ケアによる被災者の誤嚥性肺炎等
の予防をあげています。

P34

P35

P36

口腔ケアで防ごう！

当診療所における創傷被覆・保護材（エピシル ® 口腔用液）の
使用経験から見えてきた今後の課題

焼成温度がジルコニアの色調及び寸法に与える影響

口腔粘膜炎はがん治療で頻発する有害事象である。粘膜炎による強い疼痛は QOL の低下、摂食困難によ
る栄養状態や病態の悪化、治療完遂の妨げとなるため、疼痛の管理が重要となる。口腔粘炎の創部を保護し、
疼痛を緩和する医療材料 ｢エピシル R 口腔用液｣ が2018年 4 月から保険適用された。しかし、本邦で本材料
の効果についての報告は少ない。当診療所では周術期口腔機能管理中の患者に対し本材を採用しており、そ
の使用経験に若干の考察を加え報告する。

○橋本千奈美 1 、多田　紀子 1 、石川ひさ子 1 、上田　美佳 1 、三宅　秀則 2 、森　　秀司 3

1 徳島県歯科医師会口腔保健センター心身障害者歯科診療所、 2 徳島市民病院、 3 徳島県歯科医師会

〇大山　正弘 1 、2 、清水　裕次 2 、山本　諒平 1 、2 、津村　希望 1 、2 、鴨居　浩平 1 、2 、
藤本　直樹 1 、2 、山田　幸夫 1 、2 、富永　　賢 1 、2

1 一般社団法人　徳島県歯科技工士会、 2 徳島大学病院医療技術部歯科医療技術部門技工室

近年のデジタルデンティストリーにおける CAD/CAM 技術の発達にはめざましいものがあり、様々な用
途に応用されている。この CAD/CAM システムによる新規生体材料の中で、ジルコニアは生体親和性や色
調再現に優れ、金属に代わる材料として期待されており、今後益々使用頻度が高まると予想される。

今回、ジルコニアのシンタリングスケジュールの中で、最終焼成温度をメーカー指定の数値から変化させ
た場合、色調や透過度、また寸法変化にどのような影響を及ぼすか実験し、比較検討を行ったので報告する。
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○三浦　義史
一般社団法人　徳島県歯科技工士会

既成のステンレス鋼補強線や既成のバー用ワックスを鋳造した床内バーを使用している。また、床自体の
厚みを多くとる事で対応しているが、それには限界がある。

本研究では保険義歯において使用頻度が高い加熱重合レジン、熱可塑性レジンの 2 種類の床用樹脂におい
て補強線、鋳造補強装置を配置する事により強度がどのように変化するか、そして補強装置を内包している
樹脂と同等の強度を得るためにはどの程度樹脂を厚くする必要があるかについて、 3 点曲げ試験を行い比較
検証した。

P37

P38

P39

床用樹脂における補強装置と樹脂の厚みの相互関係について

各種分割復位式模型の分割後誤差比較

遠心揺動バレル研磨機を使用した義歯研磨時短検証 

クラウンブリッジの模型製作は、従来法であるダウエルピンを植立する分割復位式模型（以下、ピン立て
模型）が一般的である。近年は歯列模型を、販売されている貼付型模型に接着材で固定する貼付型模型法（以
下、貼り模型）が臨床で多く見られる。

今回、ピン立て模型及び各種貼り模型の歯列模型分割前と分割後の状態を計測し、歯科用スキャナーを用
いてスキャニングを行った。各データをブーリアン演算にて誤差の比較を行い評価した。

○松本　和久
一般社団法人　徳島県歯科技工士会

○須原　淳次
一般社団法人　徳島県歯科技工士会

士の高齢化や歯科技士養成学校の入学者の激減により、歯科技工士不足が懸念される。またデジタル化に
よる CAD/CAM システムにおいては、ジルコニアやハイブリットレジンを使用した歯冠修復物の発展は目
覚ましいものがあるが、義歯においてはまだまだで金額的にも購入は難しい。

当社では働き方改革の一環として各作業工程見直しや機械化を行っており、今回 1 つの事例として、義歯
研磨の工程で遠心揺動バレル研磨機を使用し時短検証を行ったので報告する。
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〇森本みどり、竹内真由美、酒井　みね、石井　容子、樫原　里佳、橋本千奈美、
松家　恭子、宮川　章代、森　　重代、今川真由美、河野美枝子

一般社団法人　徳島県歯科衛生士会

徳島県歯科衛生士会は1966年に設立し、2000年には公益社団法人徳島県歯科衛生士会となり2013年に一般
社団法人徳島県歯科衛生士会（以下本会）設立、2016年（平成28年）には創立50周年記念式典を開催した。
本会は総務部、学術部（研修会）地域歯科保健部（健口フェアイベント他、受託協力業務）広報部（季刊紙
会誌発行、HP 更新）で組織し活動している。また日本歯科衛生士会においては各都道府県会の目標会員数
を設定し会員増に取り組んでいる。今回、各部の活動報告とともに会員増に向けての本会の取り組みについ
ても発表したいと考える。

P40

P41

一般社団法人徳島県歯科衛生士会の現状と取り組み

徳島県歯科医師会在宅歯科医療連携室について

徳島県歯科医師会では、2011年 4 月から県の委託を受け、県歯科医師会館内に東部連携室を設置した。在宅・
病院・施設等で寝たきりや病気療養中のため通院困難な方に訪問診療可能な歯科診療所を紹介したり、県民
や医療・福祉関係機関からの歯科に関する相談や問い合わせを受けている。2015年 3 月には県西部に、2018
年 8 月には県南部に連携室を設置した。県内 3 ヵ所の各連携室の業務の取り組みについて報告する。

○竹内眞由美 1 、5 、今川真由美 1 、5 、石井　容子 1 、5 、河野美枝子 1 、5 、伊井由美子 2 、5 、
佐藤　富子 2 、5 、武田　美輪 3 、5 、山口　貴功 4 、笠原　信治 4 、飛梅　　悟 4 、森　　秀司 4

1 在宅歯科医療連携室東部、 2 在宅歯科医療連携室西部、 3 在宅歯科医療連携室南部、
4 徳島県歯科医師会、 5 徳島県歯科衛生士会
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〇岡本　元太 1 、劉　　黎佩 2 、南　　憲一 2 、渡邉　　恵 2 、永尾　　寛 2 、市川　哲雄 2

1 徳島大学歯学部、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔顎顔面補綴学分野

新しい材料の開発や CAD-CAM 技術の発展と共にメタルフリー治療が進められているものの、特に保険診
療では、いまだに金属を用いる機会が多いのが現状である。金属はアレルギーの原因となり得ることが知ら
れているが、その発症には不明な点が多く、金属アレルギーが歯科治療を困難にする疾患であることに変わ
りはない。

今回我々は、皮膚や粘膜を構成する 3 種類の細胞を歯科用金属で刺激して、その反応の違いを検討したの
で報告する。

S01

S02

S03

歯科用金属が細胞に与える影響

矯正歯科における歯科衛生士による
口腔筋機能療法に関する臨床統計学的検討

メダカ咽頭歯における歯および歯周組織の形成遺伝子の発現

徳島大学病院矯正歯科では、2015年から歯科衛生士による口腔筋機能療法 （oral myofunctional therapy: 
MFT） を本格的に導入している。MFT とは、不正咬合や矯正治療の後戻りなどの原因となる口腔機能の諸
問題を改善し、歯列や顎顔面の正常な成長発育を促進するとともに、健康な歯列を長期間維持するための環
境づくりを目指すトレーニングであり、歯科衛生士にとっても新たな活躍の場として期待されている。

今回、矯正治療中の患者に対して歯科衛生士が実施した MFT に関する実態把握を目的に調査を行ったの
で報告する。

〇国田　智成 1 、松木　優承 1 、山本　貴志 1 、武川　香織 2 、齊藤　早紀 2 、三井なおみ 3 、
岩浅　亮彦 3 、田中　栄二 3

1 徳島大学歯学部歯学科、 2 徳島大学病院診療支援部、
3 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔顎顔面矯正学分野

〇松本　　晋 1 、金城聡一郎 1 、守田　剛 2 、角田　佳折 2 、神尾　強司 2 、馬場　麻人 2

1 徳島大学歯学部歯学科 5 年、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔顎顔面形態学分野

魚類は哺乳類と比較して単純な歯を形成するが、哺乳類の歯の形成に関与する相同遺伝子が多く保存され
ている。そこで、本研究はメダカ咽頭歯における歯および歯周組織などの硬組織形成関連相同遺伝子を検索
することにより、歯および歯周組織の形成に関与する遺伝子発現パターンについて検討することを目的とし
た。in situ hybridization の結果より、メダカの硬組織形成関連相同遺伝子は部位特異的な発現パターンを示
した。
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〇林　　亜門 1 、清水　朱里 2 、中西　美緒 2 、山内　加奈 2 、佐藤　真美 3 、邵　　文華 3 、木曽田　暁 3 、
福井　仁美 3 、木野　倫子 3 、牛尾　　綾 3 、山田安希子 3 、常松　貴明 3 、新垣理恵子 3 、工藤　保誠 3 、石丸　直澄 3

1 徳島市立高校理数科 2 年生（ジュニアスチューデントラボ）、2 徳島大学歯学部歯学科 3 年生（研究室配属）、
3 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔分子病態学分野

本分野では、病理学を基盤として免疫疾患および癌に関する基礎研究を実施している。大学院生、研究室
配属の歯学部学生および高校生（ジュニアスチューデントラボ）が中心となって、それぞれのテーマの中で、
興味深い研究を進めている。免疫グルーブでは、シェーグレン症候群を中心とした疾患モデルを用いて病態
の解明に向けた研究に取り組んでいる。癌グループでは、口腔癌の進展における増殖・浸潤の分子機構の解
明に対して、分子病理学的解析および database を活用した in silico 解析によるアプローチにより取り組んで
いる。我々の教室で取り組んでいるテーマについて紹介したい。

S04

S05

S06

口腔分子病態学分野における免疫・癌研究

舌ブラシの形態による舌清掃の効果と出血の比較

緑膿菌におけるバイオフィルム形成菌の抗菌薬抵抗性について

近年、様々な形態の舌ブラシが販売されているが、それらの使用効果に関する客観的データは少ない。そ
こで本研究では、舌ブラシの形態による口臭抑制効果と出血の有無の比較を行うことを目的とした。徳島大
学歯学部歯学科学生を対象として実験を行った。実験方法として、舌清掃前後の舌苔スコア、細菌カウンタ
による舌苔細菌数測定、Oral Chroma による口臭測定、ペリオスクリーンを用いた潜血スコアの測定を行った。

○大川　翔平 1 、○間島希璃子 1 、玉木　直文 2 、伊藤　博夫 2

1 徳島大学歯学部歯学科 3 年、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部予防歯学分野

〇岡本　　舞 1 、2 、喜田　悠太 3 、村田　梨菜 2 、4 、Muhammad Reza Pahlevi 2 、
村上　圭史 2 、廣島　佑香 2 、片岡　佳子 4 、藤猪　英樹 2

1 徳島市立高校理数科、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔微生物学分野、 3 徳島大学歯学部歯学科、
4 徳島大学大学院医歯薬学研究部微生物・遺伝子解析学分野

バイオフィルムは慢性感染症の原因となるため問題となることが多いが、その理由として抗菌薬抵抗性が
注目されている。しかし、そのメカニズムについては不明な点が多い。そこで緑膿菌のバイオフィルム形成
菌の抗菌薬抵抗性に関与する遺伝子について注目した。ペグバイオフィルムシステムを用いて、バイオフィ
ルムを形成させ、抗菌薬を含んだ培地にバイオフィルムを移し、24時間曝露後、バイオフィルムを剥離し、
生菌数を測定することで生存率を算出した。緑膿菌変異株を用いて、関連する遺伝子について検討を行って
いる。
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○熊澤　里莉 1、守谷　有紀 1、長谷川智一 2、赤澤　友基 3、岩本　　勉 2

1 徳島大学歯学部歯学科 3 年、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部小児歯科学分野、 3 徳島大学病院小児歯科

多細胞生物の体を構成する細胞は全て同一の塩基配列情報を持つにも関わらず、細胞種ごとに異なる表現
型と遺伝子発現プロフィールを持つ。その制御機構はエピジェネティクスと呼ばれている。また今年度のノー
ベル生理学賞は細胞が低酸素状態に適応する「低酸素応答」のメカニズムを解明した 3 人の研究者であった。
矯正治療時の歯の移動の際、圧迫側の歯根膜は低酸素状態になると考えられ、歯根膜細胞の低酸素環境への
応答特性を知ることは重要である。そこで本研究では、歯根膜細胞を低酸素環境に置いた時にエピジェネ
ティックな変化が生じるか解析を行ったので報告する。	（学会外共同研究者：日大歯小児歯科　白川哲夫）

S07

S08

S09

歯根膜細胞における低酸素環境下での
エピジェネティクス制御の解析

間葉系幹細胞由来分泌因子が
Schwann 細胞の活性化に与える影響

哺乳様式と不正咬合との関連性についての検討

幹細胞移植は様々な難治性疾患に対する新たな治療戦略として注目されている。その治療メカニズムは、
移植された骨髄、脂肪組織、臍帯由来間葉系幹細胞が、パラクライン効果により自己再生能を向上したこと
にあった。われわれは過去に歯髄幹細胞由来培養上清（CM）を用いて様々な難治性神経疾患の治療効果を
報告してきた。本研究では神経再生に重要なグリア細胞の 1 つである Schwann 細胞に着目し、多様なヒト組
織から採取した間葉系幹細胞由来 CM が Schwann 細胞の活性化に与える影響について検討した。

○有馬　秀貴 1、加納　史也 2、後藤秀一郎 1、橋本　　登 2、寺町　順平 1、岩本　　勉 3、山本　朗仁 2

1 徳島大学歯学部歯学科 3 年、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部組織再生制御学分野、
3 徳島大学大学院医歯薬学研究部小児歯科学分野

〇奥住　千聡 1、野坂　祐一 1、山崎椋太郎 1、天真　寛文 2、佐藤　博子 2、岩本　　勉 3、田中　栄二 2

1 徳島大学歯学部歯学科、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部口腔顎顔面矯正学分野、
3 徳島大学大学院医歯薬学研究部小児歯科学分野

徳島大学病院矯正歯科を受診した 6 〜 9 歳の患者を対象とし、完全母乳育児の群を breast-feeding 群、人
口栄養のみ、もしくは混合栄養の群を bottle-feeding 群とし比較することで、哺乳様式と不正咬合との関連性
について調査を行った。

男子では、bottle-feeding 群で鼻咽頭疾患の既往を有する患者の割合が有意に多く、また skeletal Class II
を呈する患者、FMA が35度を超えて大きい患者の割合が有意に多かった。女子では、前歯部反対咬合を呈
する患者の割合が bottle-feeding 群で多い傾向を認めたものの、有意差は認められなかった。

これらの結果より、哺乳様式は不正咬合の発現に何らかの影響を与えている可能性が示唆された。
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○後藤秀一郎 1、加納　史也 2、有馬　秀貴 1、橋本　　登 2、寺町　順平 1、岩本　　勉 3、山本　朗仁 2

1 徳島大学歯学部歯学科 3 年、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部組織再生制御学分野、
3 徳島大学大学院医歯薬学研究部小児歯科学分野

脊髄損傷（SCI）は様々な要因が関わり、その回復を困難なものとしている。近年、脊髄損傷に対して細胞
移植治療の研究が注目されている。我々は以前にヒト歯髄幹細胞由来培養上清（SHED-CM）の直接投与を
用いてラットの下肢運動機能回復について改善する事をしめした。しかしながら、実臨床では治療の簡便さ
や反復投与の点から静脈内投与が望まれている。本研究では、ラットSCIモデルにSHED-CMを静脈内投与し、
治療有効性の評価と治癒メカニズムの解明を目指した。

S10

S11

S12

歯髄幹細胞由来無血清培養上清を用いた
脊髄損傷の治療法開発

唾液マイクロ RNA の機能解析

マイクロ RNA の細胞増殖への影響

マイクロ RNA （以下 miRNA）は、標的となるメッセンジャー RNA （以下 mRNA）の 3 ' 非翻訳領域に結
合し、遺伝子発現において負の転写後調節を行う。我々は、唾液中に多く見られる miRNA と細胞の増殖や
修復の関連を検討するため、上皮増殖因子受容体 （EGFR）およびその調節因子に関連する mRNA の 3 ' 非
翻訳領域における miRNA 結合部位をオンラインデーターベース miRDB および Targetscan で予測し、唾液
miRNA の機能解析を行ったので報告する。

〇橋本　真舞 1、村田菜々香 1、水澤　典子 2、吉本　勝彦 2

1 徳島大学歯学部歯学科第三年次、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部分子薬理学分野

〇村田菜々香 1、橋本　真舞 1、水澤　典子 2、吉本　勝彦 2

1 徳島大学歯学部歯学科第三年次、 2 徳島大学大学院医歯薬学研究部分子薬理学分野

　唾液には口腔内で役立つ消化・抗菌・保護・修復・緩衝などの作用がある。近年、短い RNA（マイク
ロ RNA、以下 miRNA）が唾液を含むあらゆる体液中に安定して存在することが明らかになってきたが、そ
の機能は不明なことが多い。我々は、独自の miRNA プロファイリングにより唾液中で多量に認めた miRNA
種に注目し、miRNA 模倣核酸を用いた培養細胞への導入により、細胞の増殖に関与する miRNA を検討した
ので報告する。
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疾患治療に伴う口腔トラブルをもった患者様のお口のケアのために。
バトラー口腔ケアシリーズ

Speciality Goods

※パッケージデザインは予告無く変更される場合があります。http://jp.sunstar.com
商品のお問い合わせ 072-682-4733

W210×H148_1c
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〒104-0031   東京都中央区京橋 2-17-11　http://www.showayakuhinkako.co.jp
お問い合せ先：0120-648-914　＜受付時間＞9：00～17：30（土・日・祝日・当社休日を除く）

効能・効果、用法・用量、禁忌を含む使用上の注意等につきましては「製品添付文書」をご参照ください。

包装　5g×1本　5g×10本　5g×20本

薬価基準収載

歯 周 疾 患 治 療 剤

製造販売元［資料請求先］

HPA42M-16MPW01

処方箋医療品　注意‒医師等の処方箋により使用すること

口腔用軟膏
HINOPORON Oral Ointment
ヒノキチオール・ヒドロコルチゾン酢酸エステル・アミノ安息香酸エチル 配合剤
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【製品名（パートコード）／税抜標準価格／一般的名称／医療機器届出番号】ぺリオスチール  モルト  9  ブラックライン （P9X）／7,800円／歯科用起子及び剥離子／13B3X10195G13101、ぺリオドンタルチゼル  ブーザ
ー 1/2  ブラックライン （PPBUSER12X）／8,600円／歯科用エキスカベータ／13B3X10195G04102、ボーンキュレット  ルーカス86  ブラックライン （CL86X）／7,800円／歯科用キュレット／13B3X10195G06101、
医療機器の分類：一般医療機器（クラスⅠ）掲載商品の標準価格には消費税等は含まれておりません。標準価格は、2019年9月 1日現在のものです。仕様および外観は、製品改良のため予告なく変更することがあり
ますので、予めご了承ください。ご使用に際しましては、製品の添付文書をお読みください。ご請求により添付文書を送付いたします。　©2019 Hu-Friedy Japan LLC.  All rights reserved.  HF-221J/0919

【製造販売元・製品に関するお問い合わせ先】

ヒューフレディ・ジャパン合同会社
〒1 01-0021  東京都千代田区外神田6- 13-10  プロステック秋葉原6Ｆ   Tel 03-4550-0660  【受付時間】9:00～17:00（土・日・祝祭日を除く）

【製造元】  Hu-Friedy Mfg. Co., LLC

BLACK LINE
ブラックラインとは、高性能なブラックコーティング加工が特長の外科製品シリーズです。その性能により強いライトの下
でも乱反射を抑制し、術中により良い視野を確保します。また、鋭利さと耐久性を強化すると共に、歯肉のトンネリング法や
マイクロサージェリー時においての滑りを改善します。 

HF-154J_0919_AD_BlackLine_A5_1c.indd   1 2019/09/05   16:42

グラスアイオノマーの長所と
レジンセメントの接着力

アパタイトを形成しながら
辺 縁 を 長 期 封 鎖

しながら
封 鎖
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九州営業所
福岡市博多区那珂

㈹

製造販売業者

株式会社モモセ歯科商会

 
軸材形状

014  016  018  021 

→ ファーストカッティング面 

→ ザクザクと切削 

→ 注水をなじませるセカンドカッティング面 

→ 目詰まりを洗い流しながらシャープに切削 

疑似六角形カット
（交互に 段重なっています）

切削部の断面

✔ シャープなエッジのコアースダイヤ 

粒子が優れた切削力を発揮!! 

✔ 疑似六角形の軸が滑らかな切れ味を 

バックアップ! 

大阪本社・大阪営業所
大阪市天王寺区南河堀町

㈹

東京営業所
東京都台東区台東

㈹

１ 014  016 ２

012  014 ５014 ４012 ３

ラウンド面 

フラット面 

届出番号 一般
一般的名称：歯科用ダイヤモンドバー
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GreenAqua
安心 ・安全な除菌 ・消臭液

薬品は一切使用していません。

①こだわり

塩と水から造る「電解水」

原料（塩水）

グリーンアクアは塩水を電気分解して生成される電解水です。
２つの原料（塩 ・水）にこだわって作っています。 塩は純度の
高い電解水生成原料塩を使用しています。 水はクリーンミリュー
システム (RO逆浸透膜方式）により不純物を取り除き、 限り
なくゼロに近い最高の純水を使用しています。 グリーンアクアが
経時変化を起こさず安定している理由の１つは最高の原料に
こだわっている証です。

③こだわり

②こだわり

④こだわり

専用容器

噴霧装置

グリーンアクア ホンモノの「４つのこだわり」

専用噴霧装置はグリーンアクアを超微粒子化させ短時間で広範
囲に空間噴霧することも可能です。 専用噴霧装置は振動子など
の精密部品も耐久性に優れた日本製（エコーテック社）で作って
います。 霧の細かさも 3 ミクロン～ 4 ミクロンと超微粒子化してい
ます。（ちなみに一般的な加湿器の霧が 9 ミクロンと言われていま
す）超微粒子の為、 ガラスの結露や水滴の心配もありませんの
でオールシーズン使用することが可能になりました。

安全性

グリーンアクアの容器は蓄圧式という特殊容器で市販の容器よりも霧
が細かく、 スプレーした瞬間広範囲に広がります。 顔や手に噴霧す
るとその細かさがすぐにわかります。 又、 グリーンアクアを安定させるた
め、 熱や直射日光に強い遮光性に優れた専用素材で作られていま
す。 市販されている透明 ・半透明の容器は数日で経時変化を起こ
し濃度が失活してしまいます。 グリーンアクアは容器にも守られていて
こだわりポイントの１つです。

グリーンアクアは 「人」 「モノ」 「環境」 に優しい電解水です。 お客
様が安心してご使用頂けるよう皮膚 ・粘膜 ・眼、 そして経口毒性
の安全性試験も取得しております。 試験濃度は通常使用する低
濃度でなく原液濃度で安全性試験を実施していますので更に安心
です。 又、グリーンアクアをご提案させて頂く際に必ず 「メリット」 「デ
メリット」 もご説明させていただいております。 弊社はお客様が 「より」
安心してご使用いただけるよう努めています。

グリーンアクアとは塩水を電気分解して生成される安心・安全な除菌・消臭電解水です。 薬品は一切使用しません。
成分は次亜塩素酸 ・次亜塩素酸イオンで有機物を分解してウイルスを不活化、 細菌を除菌します。 又、 ニオイ
も短時間で分解する瞬間消臭効果も抜群です。 グリーンアクアは現在、 全国約 4,000 か所の医療機関や介護
施設で導入されている安心安全なドクター専門品です。

株式会社シーエムエス
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子どもからお年寄りまでの全ての方に対し、
口元から全身の健康増進を目指して、
患者さんに寄り添い、健康を共に築きあげる

調整と試適の繰り返しも、少ない動き
で行えます。うがいも可能です。

チェアサイドで様々な検査をスムーズに行えるポジショニング、
機器を使いやすい位置に配置できるスペースも確保。
検査の説明までシームレスに行えます。

● 唾液検査　● 歯周病検査
● 口臭検査　● 噛み合わせ検査 etc.

● 対面での義歯調整

いくつもの歯科領域を

ひとつの空間で実現できる

「 ラポールi フィールド 」

Rapport-i Field

● チェアの回転機構で8時から
　 2時までの診療ポジションを確保

0°

+10°

-10°

治療ポジション

対面ポジション

複数で会話や情報を共有できることで、気づきや
理解を広げるマルチカウンセリングポジション。

● 患者さんに加え、
　 保護者や介助の方も同席

カウンセリング
ポジション

● 3者でのブラッシング指導

TBIポジション

内科的
検査

触 診

義歯調整

矯 正

小児矯正

一般治療口腔ケア

口腔衛生
指導

説明と
同意

診査診断

問 診

● チェアの回転機構で8時から
　 2時までの診療ポジションを確保

for the MOVIE▶

●印刷物のため、色は実物と多少異なることがあります。　●寸法・仕様は予告なく変更することがあります。

［ 大阪本社 ］ 〒542-0083 大阪市中央区東心斎橋2-1-1　　［ 東京本社 ］  〒107-0052 東京都港区赤坂7-1-19　

https://www.takara-dental.jp

札　幌 （011）863-2007 盛　　岡  （019）652-9744 仙　台 （022）232-4480 郡　山 （024）925-0742 
新　潟 （025）268-0333 さいたま （048）640-5900 千　葉 （043）302-0267 東　京 （03）3405-6877 
横　浜 （045）681-6241 名  古  屋 （052）932-6251 金　沢 （076）221-8412 京　都 （075）241-3425 
大　阪 （06）6212-3602 神　　戸 （078）231-6751 岡　山 （086）233-8825 広　島 （082）278-2411 
高　松 （087）862-3480 福　　岡 （092）411-2746 鹿児島 （099）226-9481　　沖　縄 （098）897-6656

コールセンター

TEL（0120）194-222［フリーダイヤル］
FAX（072）344-7985

修理および
点検受付窓口

販売名 一般的名称 認証届出番号 クラス分類 特定保守 設置管理 製造販売元

ラポールi 歯科用ユニット 229AFBZX00021000 管理 該当 該当 タカラベルモント株式会社
ラポールi チェア 歯科診査・治療用チェア 27B1X00042001040 一般 該当 該当 タカラベルモント株式会社
ステラライトRタイプ 汎用歯科用照明器 27B1X00042002034 一般 非該当 非該当 タカラベルモント株式会社
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デンツプライシロナ株式会社
本 社 ／ 〒106-0041 東京都港区麻布台1-8-10 麻布偕成ビル　 0120-789-123　www.dentsplysirona.com

THE DENTAL
SOLUTIONS
COMPANY

Endodontics

X-Smart IQ® ハンドピース &
Propex IQ® 根管長測定器

Increase your IQ

根管長測定器
X-Smart IQとPropex IQが連動し、
根管長測定をしながら根管拡大形成が可能

Endo IQ® アプリ
デジタルエンドソリューション
様々な機能を搭載・連動させた
デジタルエンドソリューション

X-Smart IQ® ハンドピース
手指に馴染みやすいバランスのとれた
スリムなコードレスタイプ

販売名：プロペックス IQ 一般的名称：歯科用根管長測定器 医療機器認証番号：301AGBZX00016000 クラス分類：Ⅱ（管理・特管）
販売名：Ｘ-スマート IQ 一般的名称：歯科用根管拡大装置 医療機器認証番号：229AGBZX00094000 クラス分類：Ⅱ（管理・特管）

PropexIQ_A5横.indd   1 2019/11/15   17:06:47
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インプラントを長期維持させるためにメインテナンスに必要なアイテムを、
日米歯科衛生士の藤森直子先生がデザインしました。
臨床で何度も検証しながら作り上げた”Naoモデル”は、インプラントに適した
素材と使いやすさでメインテナンスの効率をアップします。

designed by Naoko Fujimori

28636　チタン製 Gキュレット ミニ Naoタイプ 3本組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

      標準価格　30,000円 （税別）
キュレットスケーラー

●　ハンドルの重さが適度なプロービング圧をコントロールしやすく
　　安定感があります
●　見やすい黄色と黒の3-3-2-3目盛り　　　　　　　　                          

●　鋭敏な長いシャンクで歯肉縁下の深部まで探査するのに適しています

28632　カラープローブNaoタイプ
                            標準価格　2,500 円 （税別）

カラープローブ エキスプローラー

28631　チタン製 エキスプローラー11/12 Naoタイプ
　　　　　　　　　　　　　  標準価格　6,000円 （税別）

患
者
さ
ん
の

笑
顔
が
み
た
い
か
ら

歯科衛生士  藤森 直子 先生
　アポロ歯科衛生士学校 卒業
　2009年 ニューヨーク大学歯学部衛生士科 卒業
　都内自費診療歯科クリニック勤務
　日米歯科衛生士

【取扱店】 http://www.kk-nikkosha.com

本社  〒110-8530 東京都台東区上野5-12-8　TEL. 03-3836-2191　FAX. 03-3836-2199
博多オフィス  〒812-0054 福岡県福岡市東区馬出4-5-8 グレースコート九大病院前105   FAX.092-710-6212

本社  〒530-0012 大阪市北区芝田2-8-31 第三東洋ビル2F　TEL. 03-3836-2191　FAX. 03-3836-2199
東京支社  〒106-0047 東京都港区南麻布2-14-19 オキノビル3F　TEL. 03-5420-2290　FAX. 03-5420-4790

【発売元】

【販売元】

キュレットスケーラー

                3/4（ピンク）      　11/12（イエロー）    13/14（ブルー） 

28636　チタン製 Gキュレットミニ Naoタイプ 3本組       標準価格　30,000 円 （税別）

●　ミニキュレットだから上部構造が外せないケースでも、インサートから適切な角度に合わせてアプローチ
●　シャンクの柔らかさは、側方圧をかけることでメインテナンスしにくい上部構造からもポケットに挿入しやすい設計
●　正しい作業端を選択すれば、インスツルメントの番号が自然に自分の方を向くデザイン
●　キュートなカラーコードでインスツルメントの選択ミスを防ぎます チタン製 エキスプローラー11/12Naoタイプ   医療機器届出番号 【一般】 11B1X1000664D110

カラープローブNaoタイプ　　 　　　　　    医療機器届出番号 【一般】 11B1X1000664D008
チタン製 Gキュレット ミニ Naoタイプ  　　    医療機器届出番号 【一般】 11B1X1000662D109

インプラントを長期維持させるためにメインテナンスに必要なアイテムを、
日米歯科衛生士の藤森直子先生がデザインしました。
臨床で何度も検証しながら作り上げた”Naoモデル”は、インプラントに適した
素材と使いやすさでメインテナンスの効率をアップします。

designed by Naoko Fujimori

28636　チタン製 Gキュレット ミニ Naoタイプ 3本組
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  

      標準価格　30,000円 （税別）
キュレットスケーラー

●　ハンドルの重さが適度なプロービング圧をコントロールしやすく
　　安定感があります
●　見やすい黄色と黒の3-3-2-3目盛り　　　　　　　　                          

●　鋭敏な長いシャンクで歯肉縁下の深部まで探査するのに適しています

28632　カラープローブNaoタイプ
                            標準価格　2,500 円 （税別）

カラープローブ エキスプローラー

28631　チタン製 エキスプローラー11/12 Naoタイプ
　　　　　　　　　　　　　  標準価格　6,000円 （税別）
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歯科衛生士  藤森 直子 先生
　アポロ歯科衛生士学校 卒業
　2009年 ニューヨーク大学歯学部衛生士科 卒業
　都内自費診療歯科クリニック勤務
　日米歯科衛生士

【取扱店】 http://www.kk-nikkosha.com

本社  〒110-8530 東京都台東区上野5-12-8　TEL. 03-3836-2191　FAX. 03-3836-2199
博多オフィス  〒812-0054 福岡県福岡市東区馬出4-5-8 グレースコート九大病院前105   FAX.092-710-6212

本社  〒530-0012 大阪市北区芝田2-8-31 第三東洋ビル2F　TEL. 03-3836-2191　FAX. 03-3836-2199
東京支社  〒106-0047 東京都港区南麻布2-14-19 オキノビル3F　TEL. 03-5420-2290　FAX. 03-5420-4790

【発売元】

【販売元】

キュレットスケーラー

                3/4（ピンク）      　11/12（イエロー）    13/14（ブルー） 

28636　チタン製 Gキュレットミニ Naoタイプ 3本組       標準価格　30,000 円 （税別）

●　ミニキュレットだから上部構造が外せないケースでも、インサートから適切な角度に合わせてアプローチ
●　シャンクの柔らかさは、側方圧をかけることでメインテナンスしにくい上部構造からもポケットに挿入しやすい設計
●　正しい作業端を選択すれば、インスツルメントの番号が自然に自分の方を向くデザイン
●　キュートなカラーコードでインスツルメントの選択ミスを防ぎます チタン製 エキスプローラー11/12Naoタイプ   医療機器届出番号 【一般】 11B1X1000664D110

カラープローブNaoタイプ　　 　　　　　    医療機器届出番号 【一般】 11B1X1000664D008
チタン製 Gキュレット ミニ Naoタイプ  　　    医療機器届出番号 【一般】 11B1X1000662D109

株式会社マルミ歯科商店　徳島支店
〒770-0846 徳島市南内町 1 丁目43番地
TEL：088-622-0816
FAX：088-623-5304
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Planmeca Japan 株式会社
東京都中央区日本橋室町二丁目 � 番 � 号室町古河三井ビルディング �� 階
Tel.��-����-����, Fax.��-����-����
高度管理医療機器等販売業・貸与業許可証:第����������号

チェアサイド 歯科用コンピュータ支援設計・製造ユニット，デジタル印象採得装置，
　　　　　    歯科技工室設置型コンピュータ 援設計・製造ユニット　

ランメカ Em r d　承認番 :�� �BZI��������
一般的名称：歯科技工 置型コンピ ー 支援 計・製 ユニット　
販売名：プランメ PlanMill �� S　届出番号: �B�X����� ����

科技工 置型コンピュータ支援設計 製造ユニット　
販売名：プランメカ PlanMill �� S　届出番号:��B�X�����������

Planmeca Japan 株式会社
東京都中央区日本橋室町二丁目 � 番 � 号室町古河三井ビルディング �� 階 
Tel.��-����-����, Fax.��-����-����
高度管理医療機器等販売業・貸与業許可証:第����������号www.planmeca.com/ja

PLANMECA Digital Perfection

プランメカ Emerald™
プランメカ PlanMill® �� S

プランメカ PlanMill® �� S

プランメカ Creo® C�

一般的名称：チェアサイド型歯科用コンピュータ支援設計・製造ユニット，
　　　　　　デジタル印象採得装置，
　　　　　    歯科技工室設置型コンピュータ支援設計・製造ユニット　
販売名：プランメカ Emerald　承認番号:�����BZI��������

一般的名称：歯科技工室設置型コンピュータ支援設計・製造ユニット　
販売名：プランメカ Creo C�　届出番号:��B�X�����������

一般的名称：歯科技工室設置型コンピュータ支援設計・製造ユニット　
販売名：プランメカ PlanMill �� S　届出番号:��B�X�����������

一般的名称：歯科技工室設置型コンピュータ支援設計・製造ユニット　
販売名：プランメカ PlanMill �� S　届出番号:��B�X�����������

プランメカ
Romexis
All-in-One-Software

プランメカ Viso™
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一般的名称：アーム型X線CT診断装置，
　　　　　　デジタル式歯科用パノラマ・断層撮影X線診断装置
販売名：プランメカ Viso　認証番号:���ADBZI��������

詳細は以下Planmeca Japan 株式会社の
正規販売代理店へお問い合わせください
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バイオクリアー　マトリックス から

ブラックトライアングルキット
新登場！

〒110-0011 東京都台東区三ノ輪1-28-10-3F
TEL 03-5808-9350　 FAX 03-5808-9351
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